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1. まえがき 

 本報告では，複数の画像同定法を用いて JPEG 画像の同

定及び分類を検討する．トレース変換を用いた画像同定，

位相限定相関(POC)，DCT 符号を用いた画像同定は同定条

件が異なる同定が可能である．提案法では，3 つの同定方

法を組み合わせることで，より精密な画像データ分類をす

ることを検討する． 

2. 準備 

 画像データ分類を行うために，3 つの同定方法を使う．

第 1 の同定法はトレース変換を用いた画像同定[1]である．

トレース変換を用いた画像同定では，多くの幾何変換に対

し，不変量な特徴量を利用することで同定を可能にする． 

図 1にトレース変換を用いた特徴量の抽出の過程を示す.

画像が入力されると Trace functional，Diametric functional，

Circus functional の 3 つ変換が行われ，特徴量となる Triple 

feature が抽出される．画像ごとに抽出された Triple Feature

の値が近いとき，画像に類似性があることを示している． 
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図 1. トレース変換を用いた特徴量の抽出 

 第 2 の同定法は POC[2]である．POC は画像の周波数成

分の位相特性のみの相関をとり、類似度を測ることができ

る．二枚の画像の POCの相関は r(x,y)と表現され，r(x,y)の

ある一点でピークが立つとき類似性があることを示す．そ

のときの r(x,y)の座標は二枚の画像の位置ずれを示してい

る．また，r(x, y)の座標が(0,0)のとき幾何変換が行われて

いないことを示す． 

第 3 の同定法は DCT 符号を用いた同定法[3]である．

JPEG画像はエンコードする際に   の DCT変換が行われ

る．そのときの DCT 符号を用いて画像の同定を行う．

DCT 符号はスカラー量子化しても符号反転が起こらないの

で，圧縮に強い同定法である．DCT 符号を比べることによ

り類似度  を求め，同一の原画像を JPEG 圧縮した画像の

ときのみ  =1となる． 

3. 提案法 

本報告では，2．で説明した 3 つの画像同定を行うことに

より，画像間の関係を求めることを検討する．2．より 3

つの画像同定行うことで求まる 2 枚の画像の関係を図 2 に

示す．A と B の差異は同一の原画像を直接 JPEG 圧縮した

画像かどうかである．B と C の差異は POC で判定した，

異なる圧縮方法を介した画像，もしくは平行移動などの幾

何変換処理が行われている画像かどうかである．C と D の

差異は幾何変換が施されているが原画像の一部が使用され

ているかどうかである． 

4. シミュレーション 

780 枚の連続画像(780×1280)を Q-Factor が 50 と 100 で

JPEG 圧縮した画像を用いシミュレーションを行う．クエ

リは Q-Factorが 50である Soccerの 100枚目とし，Q-Factor

が 50と 100それぞれの 100枚目から 104枚の画像と比較し，

その結果をそれぞれ表 1，2に示す．POCの結果は r(x,y)の

最大値とそのとき座標を記述している．表 1，2 より全て

の画像で Triple feature 及び POC による相関で類似性が確

認できた．また，100 枚目の   = 1 より Q-Factor が異なっ

ていても原画像の一致を確認できた．これらの結果より図

2の画像間の関係の推定ができていることが確認できた． 

 

 

 

 

 

 

  

図 2. 3つの同定法による画像推定 

 

    表 1.  変換ごとの同定結果(Q-Factor = 50) 

表 2.  変換ごとの同定結果(Q-Factor = 100) 
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画像番号 Triple feature 座標(x,y) 最大値(r)    画像間の推定 

100 7.175E+08 (0,0) 1 1 A 

101 7.176E+08 (0,0) 0.4986 0.9970 B 

102 7.174E+08 (0,0) 0.3436 0.9854 B 

103 7.173E+08 (0,1279) 0.2235 0.9648 B 

104 7.177E+08 (0,1278) 0.2033 0.9333 B 

画像番号 Triple feature 座標(x,y) 最大値(r)    画像間の推定 

100 7.182E+08 (0,0) 0.4058 1 A 

101 7.184E+08 (0,0) 0.3590 0.9983 B 

102 7.182E+08 (0,0) 0.2682 0.9816 B 

103 7.180E+08 (0,1279) 0.1975 0.9789 B 

104 7.184E+08 (0,1278) 0.2016 0.9570 B 
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